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監修・松浦武四郎記念館

松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

（1818 ～ 1888）
三重県松阪市出身。幕末から明治にかけ
ての探検家、著述家、蒐集家。蝦夷地（今
の北海道）を 6度にわたり探査し、ア
イヌの人々と交流を深め、蝦夷地の詳細
な記録や地図を作成した。維新後、蝦夷
地に代わる新たな名称として〈北海道〉
のもととなる〈北加伊道〉を含む 6案
を政府に提案したことから〈北海道の名
付け親〉と称される。

●毎月第三週は、
　松浦武四郎のお友達に
　ついてご紹介します
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●松浦武四郎を主人公とした小説『がいなもん 松浦武四郎一代』（河治和香著）が、小学館より好評発売中！
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仲
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。
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松
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。
で
も
、
千せ

ん

社じ
ゃ

札ふ
だ

の
愛あ

い

好こ
う

家か

に
、「
ス
タ
ー
ル
っ
て
松
浦
武
四
郎

の
伝
記
を
書
い
た
ん
だ
よ
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た
の
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な
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界
が
違
う
と
認
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も
こ
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な
に
違
う
ん
で
す
ね
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「
ス
タ
ー
ル
博
士
の
千
社
札
」（
基
角
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）


